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IUGONET
B: 検索結果一覧画面

C: 検索結果詳細画面

A: トップ画面

ERGWAT
(ERG-SC)

about data

A-1: テキスト表示

D: プロット作成画面

FY28以降に導入。
現時点では導入しない。

A-2: 地図表示
表示方法を
切り替え

B-1: テキスト表示

B-2: サムネイル表示
JudasFX

表示方法を
切り替え

Analyze: UDAS-web/ERGWAT/JudasFX

ポップアップ
表示

親画面遷移

今回の発注には
含まない。

UDAS web (仮称)

画面遷移図 http://search.iugonet.org/
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改良点（入口）： 導線の見直し、Quick Look の前面化

カテゴリの導入 .NEW!!
マップ選択の導入 .NEW!!
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改良点（中）： データを発見する、実際に得る QLを並べて表示 .NEW!!
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改良点（中）： データを発見する、実際に得る

コンタクト先

利用ポリシー

サイト情報

観測機器情報

観測所情報

実データへの直接リンク .

解析方法 .NEW!!

NEW!!

説明

最新QLの表示 .NEW!!
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自分が持っているデータをPOST
して比較する

改良点（出口）： データをいじってみる
ウェブ上でのプロット作成 ...NEW!!

専門用語の補足 .NEW!!

データの比較 .NEW!!

PLANNING

分野をまたがる！

普遍的なデータ形式へ
の変換が求められる？

国をまたがる！ (SaaS)

利用者が増えると運用
コストも上がる...
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IUGONET Type-A の特徴

-変更や拡張が容易

-他分野（他データ）への展開が容易
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自分が持っているデータをPOST
して比較する

UDAS web の今後の拡張
ウェブ上でのプロット作成 ...NEW!!

専門用語の補足 .NEW!!

データの比較 .NEW!!

PLANNING

分野をまたがった解析！

オープンサイエンスに向け
たチャレンジ

国をまたがる！ (SaaS)

途上国への研究環境の提供

Future Planning for Open Science

詳細なパラメータの投入 .NEW!!



きっかけの場

Report-1: New System

9平成28年9月27日、28日
第3回オープンサイエンスデータ推進ワークショップ

主催：京都大学理学研究科附属地磁気世界資料解析センター

Registration
SPEDAS

UseMeasure/Planning

(Capacity Building)

(Open Data)

(Open Science)

(Feedback)

(Use Data)

PIs

Visualize

Report-1: New SystemFuture Planning for Open Science
データ利活用の理想サイクル
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システム自体の展開： アプリケーション構造

バックエンドの解析エンジン
の差し替えもトライフォーマットが異なる

メタデータも登録可能 依存性を極力排除
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システム自体の展開： パッケージ？フレームワーク？

パッケージとは？

・ ある用途に特化して作成されたアプリケーションの一式

例：WEKO, DSpace, Word Press, EC-CUBE,  and more 

利点： 迅速な導入が可能。

欠点： 機能の拡張にはあまり向かない。変更可能箇所は UI 部のみに限られる場合が多い。

フレームワークとは？

・ 構造化されたアプリケーションの基盤

利点： ジャンルや分野を問わない。低コストで多種のシステムを構築できる。

欠点： 固有部の作成に技術的な知識が必要。

例えて言うと、自動車に共通OSを載せる、マンションのスケルトンリフォーム・自由設計など。

限られた予算事情においては、フレームワークを適用していくことで、IUGONETのような
データ公開の場、データ利用の機会が広まって欲しい。
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科学データ共有のためのウェブフレームワーク開発 (-FY2018)
展開予定先 1. 福島放射線データ (RADARC)、2. 極地研気象データ、3. 統数研再解析データ
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1. 新システム IUGONET Type-Aへの切替え
・ 操作性、可視性を改善した

・ QuickLookの導入

・ インタラクティブ解析ツール UDAS web の提供

2. IUGONET type-A の特徴と将来
・ UDAS web の充実による本格的なオープンサイエンスを目指す

・ フレームワークを導入

・ 他分野への展開が用意

・ FY2016-2018 に、3つのシステムへ展開

・ 実際に展開することで、データ公開、データ利用の機会を広めていく


